
令和６年度 第２回地域包括支援センター運営協議会 会議要旨 

開催日時 ： 令和７年３月６日（木）１３：３０～１４：３０ 

開催場所 ： 多治見市総合福祉センター４階大会議室 

出席委員 ： 山田隆司委員、後藤達彦委員、大前雄亮委員、小栗武仁委員、井澤吉英委員、 

平井純子委員、佐藤美千世委員、櫻井きよみ委員、 

欠席委員 ： 加藤元子委員、野々垣直美委員 

事 務 局 ： 加藤福祉部長、前田高齢福祉課長、丹羽智裕、大中博、前原友美、 

地域包括支援センター（国立美保、春田正孝、水野磨意子、関谷早苗、大内真理子、 

棚瀬民依、舩渡歓子） 

資 料 ：  1 令和７年度 多治見市地域包括支援センター事業実施方針（案）、2 令和７年度事業 

予算（案）、３令和６年度重点施策への取組み、4 令和７年度事業計画（案）、5 令和７ 

年度介護予防マネジメント業務委託事業所（案）、参考資料 

 

－会議要旨－ 

１． 部長挨拶   

２． 会長挨拶 

３．議事 

（１）令和７年度 多治見市地域包括支援センター事業実施方針（案） 

＜事務局＞資料１に沿って説明 

＜会 長＞  事務局の説明について、ご質問やご意見はありますか。 

＜委 員＞ 意見なし 

 

（２）令和７年度事業予算（案） 

＜事務局＞ 資料２に沿って説明 

＜会 長＞   事務局の説明について、ご質問、ご意見はありますか。 

＜委 員＞ 介護ケアマネジメント業務等の基本事業費を増額されたという説明ですが、各法人ど

のような計画か。 

＜包 括＞ 各法人では人員強化に充てる予定をしている。 

＜委 員＞ 介護人財が不足する中、居宅介護支援事業所もケアマネ採用をしたくてもできない

状態である。制度上の問題もあり、事業所として予防プランはこれ以上受けづらい現状である。 

一方、包括も業務量が増大し大変な状況であることも理解している。行政も多方面から包括への支

援をしていただくことが望まれる。 

＜会 長＞ その他ご意見が無いようですので、令和７年度 多治見市地域包括支援センター事業

実施方針、令和７年度事業予算について承認したいと思います。 

 

（３）令和６年度重点施策への取組み報告  

＜事務局＞資料３に沿って説明 

＜会 長＞  事務局の説明について、ご質問やご意見はありますか。 

＜委 員＞ 地域サロンでの活動は大変すばらしい取り組みである。地域包括支援センターまで

行くのも大変なお年寄りはたくさんいらっしゃるため、地域の集まりに出向いていく事は大切である。

また、県が「かかりつけ喫茶」事業について検討していると聞いている。多治見市も新しい事業の活

用も視野に入れていただきたい。 

＜事務局＞ 国、県などの情報にはアンテナを伸ばし、包括支援センターと協力しながら研究、

検討し推進していきたい。 



（４）令和７年度事業計画（案） 

＜事務局＞資料４に沿って説明 

＜会 長＞  事務局の説明について、ご質問やご意見はありますか。 

＜委 員＞ 認知症初期集中支援チームの活動状況はどうか。その役割等をもっと市民やケアマ

ネジャーに周知すると良いのではないか。また、認知症地域支援推進員を増員することでチーム

活動にメリットはあるのか。 

＜事務局＞ 本市では６包括支援センターのメンバーで１チーム設置し、サポート医の協力の

元、毎月１回チーム員会議を開催している。各地域包括支援センターが抱える認知症相談の

中で、対応困難なケースを医師の助言をいただきながら支援を検討している。実績としては１

年に５件程度あり、医療、介護に繋ぐ支援が実施できている。 

認知症地域支援推進員については、全国研修を受け先進事例を参考にしながら新しい取り

組みの検討、対応力の向上が見込めるため、初期集中支援チームの活動にも生かされると考

える。 

＜委 員＞ 認知症カフェ事業は各包括で重点的に取り組んでいるが、どのような参加状況か。 

また、名称がいろいろあって分かりづらいのではないか。周知はどのようにして、医療との連携はあ

るのか。 

＜事務局＞ 認知症カフェの目的は、認知症の方や家族が相談・交流できる場所であり、地

域の方、ボランティア、ケアマネ等が当事者と出会い認知症についての理解を深める場、様々

な方が繋がる場である。太平地域包括支援センターでは毎月１回定期開催をしており、毎回

数名、リピーター参加もある。ケアマネジャーやボランティア、介護経験者も参加され、アドバイ

スもしてくださっている。認知症と診断をされて不安を抱えるご本人や家族にとって、介護経験

者からのアドバイスは大変役に立っていると考える。 

その他、各地域包括支援センターでも年に数回開催をしている。 

事業案内は市広報紙、ホームページ、チラシにて周知しており、市内医療機関へもお願いを

している。実際、医師から勧められて参加をされることもある。医療機関とも連携をしながらより

積極的に周知をしていきたい。名称の分かりづらさについては今後検討したい。 

＜会 長＞ それでは令和７年度事業計画について承認したいと思います。 

 

（５）令和７年度介護予防マネジメント業務委託事業所（案）  

＜事務局＞資料５に沿って説明 

＜会 長＞  事務局の説明について、ご質問やご意見はありますか。 

＜委 員＞ 意見なし 

＜委 員＞ それでは令和７年度介護予防マネジメント業務委託事業所について承認したいと思

います。 

 

＜会 長＞  全体を通じてその他よろしいですか。ご意見が無いようですので、以上をもって第２

回の会議は終了します。 


